
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
子
供
の
心
を
つ
か
む

学
習
情
報
指
導
員

森

竜
師

授
業
の
「
導
入
」
は
、
あ
く
ま
で
も
入
口
に
過
ぎ
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
授
業
の
出
だ
し
の
五
分
間
で
全
て

が
決
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
「
導
入
」

は
重
要
で
あ
る
。
子
供
を
授
業
へ
誘
い
込
み
、
本
時
の

課
題
へ
導
く
手
法
は
様
々
で
あ
る
。
特
に
、
子
供
の
興

味
関
心
を
高
め
、
本
時
の
課
題
を
明
確
に
把
握
さ
せ
て

い
く
道
具
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
。

先
日
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
た
模
範
的
な
授

業
を
参
観
し
た
。
中
学
校
の
、
社
会
科
の
授
業
で
あ
る
。

「
ブ
ラ
ジ
ル
」
に
つ
い
て
学
習
を
始
め
て
い
く
単
元
の

一
時
間
目
。
い
か
に
子
供
た
ち
の
関
心
を
ブ
ラ
ジ
ル
と

い
う
国
に
引
き
付
け
る
か
が
、
今
後
の
単
元
全
体
の
学

習
意
欲
を
も
左
右
す
る
ほ
ど
重
要
な
本
時
。
そ
の
、
ま

さ
に
勝
負
の
「
出
だ
し
の
五
分
」
の
導
入
で
あ
る
。

授
業
者
は
、
五
枚
の
静
止
画
を
用
意
し
て
大
型
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
で
見
せ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
終
わ
ら

な
い
。
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
画
像
が
提
示
さ
れ
る
と
、

そ
の
後
で
動
画
が
再
生
さ
れ
た
。
そ
の
動
き
と
リ
ズ
ム

に
、
子
供
の
心
は
ぐ
っ
と
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。
サ
ト
ウ

キ
ビ
が
刈
り
取
ら
れ
て
い
る
画
像
が
提
示
さ
れ
る
と
、

教
師
の
手
に
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
現
れ
た
。
そ
れ
が
子
供

の
手
元
へ
届
き
、
口
へ
入
る
。
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

提
示
さ
れ
た
画
像
も
学
習
課
題
も
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

さ
れ
て
板
書
へ
取
り
込
ま
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
子
供

の
手
元
に
配
布
さ
れ
て
い
る
地
図
を
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
提
示
し
、
共
有
の
情
報
と
し
て
利
用
す
る
。
そ
し

て
、
拡
大
コ
ピ
ー
さ
れ
た
地
図
が
黒
板
に
貼
付
さ
れ
た
。

こ
の
授
業
場
面
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
単
に
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
使
う
」
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
そ
の
「
効
果
」
を

最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
提
示
し
た
画
像
は
、
単
に
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
の
中
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
な
い
。
動
き
の
あ

る
映
像
や
流
れ
る
リ
ズ
ム
が
子
供
の
心
と
体
を
動
か
す
。

画
面
か
ら
飛
び
出
し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
感
触
を
、
子
供

は
自
分
の
皮
膚
で
体
感
す
る
。
子
供
の
手
元
に
あ
る
情

報
は
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
提
示
さ
れ
て
共
有
さ
れ
、

共
通
の
視
線
と
視
点
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
画
面

は
消
え
て
も
、
そ
れ
は
板
書
に
確
実
に
残
さ
れ
て
い
く
。

文
科
省
の
調
査
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
に

よ
り
、
子
供
の
学
力
が
向
上
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て

い
る
。
教
師
の
得
手
不
得
手
は
関
係
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
は
、
目
の
前
の
子
供
の
た
め
で
あ
る
。
先
の
授
業

者
の
、
効
果
的
な
活
用
と
授
業
セ
ン
ス
の
良
さ
は
、
実

践
を
積
み
重
ね
た
故
で
あ
る
。
授
業
力
ア
ッ
プ
の
た
め
、

積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ
＝

平
成
23
年
度
岡
崎
市
教
育
研
究
大
会

９
月
２
日
（
金
）
、
葵
中
学
校
で
平
成
23
年
度
岡
崎

市
教
育
研
究
大
会
の
学
習
情
報
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。

助
言
者
に
名
古
屋
大
学
大
学
院
准

教
授
の
柴
田
好
章
先
生
を
お
迎
え

し
、
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る

豊
か
な
学
び
と
メ
デ
ィ
ア
利
用
の

あ
り
方
を
追
究
し
よ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
熱
心
な
報
告
や
討
議
が
行

わ
れ
た
。
発
表
さ
れ
た
８
点
の
リ

ポ
ー
ト
の
内
容
を
分
類
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

①
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
研
究(

２
点)

②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
究(

２
点)

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備
の
効
率
化
に
関
す
る
研
究(

１
点)

④
教
科
指
導
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
研
究(

３
点)

助
言
者
の
柴
田
先
生
か
ら
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

場
合
の
留
意
点
や
、
提
案
の
あ
っ
た
レ
ポ
ー
ト
一
つ
一

つ
に
丁
寧
な
ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
「
父
母
と
教
師
の
教
育
を
語
る
会
（
県
教

研
）
」
に
は
、
次
の
２
名
が
推
薦
さ
れ
た
。

・
井
田
小
学
校

内
田

雅
之

先
生

「
著
作
権
利
用
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

学
習
活
動
の
展
開
」

・
常
磐
小
学
校

佐
渡

英
彰

先
生

「
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
と
お
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
子
供
の
育
成
」

視
聴
覚
用
語

『
Ｓ
Ｎ
Ｓ
』

個
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
し
、
社
会
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
支
援
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
」
ま
た
は
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
・
サ
イ
ト
」
と
も
言
う
。
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＝
実
践
報
告
＝

自
分
が
見
つ
け
た
指
標
生
物
を
発
表
し
よ
う

秦
梨
小
学
校

金
丸

幸
司

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
環
境
学
習
の
中
で
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
調
べ
学
習
と
発
表
を
行
っ
た
。

事
前
の
活
動
で
、
子
供
た
ち
は
、
指
標
生
物
か
ら
河

川
の
水
質
（
水
の
汚
れ
）
に
つ
い
て
調
査
を
し
た
。
そ

の
後
、
今
ま
で
気
に
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
そ
れ
ら
の

生
物
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
詳
し
く
調
べ
た
。

子
供
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
が
見
つ
け
た

指
標
生
物
を
解
説
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
を
検
索
し
、
写
真

や
生
態
の
説
明
な
ど
を
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
一
ペ
ー
ジ
に

ま
と
め
た
。
同
時
に
、
画
像
の
保
存
、
挿
入
、
文
章
の

編
集
の
仕
方
な
ど
を
全
体
で
指
導
し
た
。
そ
の
後
、
ま

と
め
た
ペ
ー
ジ
を
一
人
ず
つ
大
画
面
に
表
示
し
て
、
発

表
を
行
っ
た
。

発
表
で
は
、
ス

カ
イ
メ
ニ
ュ
ー
の

静
止
画
受
信
と
マ

ー
キ
ン
グ
の
機
能

を
使
っ
た
。
子
供

た
ち
は
、
個
人
で

作
成
し
た
ペ
ー
ジ

を
全
員
に
見
せ
な

が
ら
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
部
分
に
赤
線

や
丸
を
書
き
込
み
、

自
分
が
見
つ
け
た

指
標
生
物
に
つ
い
て
、
意
欲
的
に
分
か
り
や
す
い
発
表

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
＝

そ
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
や
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
の
中
身
、

本
当
に
消
え
ま
し
た
か

い
ら
な
く
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
な
ど
の
記
憶
媒

体
。
い
く
ら
消
去
や
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
し
て
デ
ー
タ

が
見
え
な
く
な
っ
て
い
て
も
、
安
易
に
捨
て
た
り
、

人
に
あ
げ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
。
ま
し
て
や
個
人

情
報
な
ど
の
重
要
デ
ー
タ
が
入
っ
て
い
た
記
憶
媒

体
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。
消
し
た
は
ず
の
デ
ー
タ
は
、

案
外
簡
単
に
復
活
し
て
し
ま
う
た
め
、
完
全
に
消
去

す
る
必
要
が
出
て
く
る
。

そ
う
し
た
場
合
、W

in
d

o
w

sX
P

P
ro

fe
ssio

n
a

l

E
d

itio
n

に
標
準
装
備
さ
れ
て
い
る
『C

ip
h

e
r

』

と

い
う
付
属
ツ
ー
ル
が
有
効
だ
。
こ
れ
は
本
来
暗
号
化

の
た
め
の
コ
マ
ン
ド
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
だ
が
、
米

国
防
総
省
で
定
め
ら
れ

て
い
る
消
去
手
順
「
デ

ィ
ス
ク
を

0
x

0
0

ク
リ

ア
→0

x
ff

ク
リ
ア
→
ラ

ン

ダ

ム

ク

リ

ア

の

3
S

T
E

P

」
で
確
実
に
デ

ィ
ス
ク
内
を
完
全
消
去

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

授
業
と
は
直
接
関
係
な
い
ち
ょ
っ
と
マ
ニ
ア
ッ

ク
な
内
容
だ
が
、
重
要
な
こ
と
だ
。
な
お
、H

o
m

e

E
d

itio
n

に
はC

ip
h

e
r

は
付
属
し
て
い
な
い
の
で
注

意
し
た
い
。

（
河
合
中
学
校

学
習
情
報
主
任

河
野

忠
康
）

●
第
９
回
ふ
る
さ
と
岡
崎

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

今
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
岡
崎
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
作
品
募
集
の
受
付
が
11
月
14
日
（
月
）
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
児
童
生
徒
が
授
業
で
取
り
組
ん
だ
作
品

や
先
生
方
が
授
業
の
た
め
に
作
っ
た
作
品
な
ど
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
全
員
に
参
加
賞
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
応
募
票
や
詳
し
い
要
項
は
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
Ｈ
Ｐ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
a
v
l
.
j
p
/

）
に
あ
り
ま
す
。

多
く
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

平
成
23
年
11
月
14
日(

月)

～
12
月
２
日(

金)

(

郵
送
に
よ
る
応
募
も
可)

【
応

募

先
】
岡
崎
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

〒4
4
4
-
8
6
0
1

岡
崎
市
菅
生
町
１
丁
目
３
番
地
１

【
募
集
部
門
】

①
生
涯
学
習
部
門

②
学
校
教
育
教
材
部
門

③
児
童
生
徒
作
品
部
門

【
テ
ー
マ
】

自
由
（
生
涯
学
習
の
学

習
教
材
、
又
は
学
校
教
材
と
な
る
も
の
と
し
、

応
募
者
の
自
作
で
あ
る
こ
と)

【
利
用
メ
デ
ィ
ア
】

○
ビ
デ
オ
作
品

Ｓ-

Ｖ
Ｈ
Ｓ
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
、
Ｈ
ｉ
８
、

８
ミ
リ
ビ
デ
オ
、
ミ
ニ
Ｄ
Ｖ
、
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
等

○
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
作
品

Ｍ
Ｏ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

※
使
用
音
楽
の
著
作
権
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

電
話

２
３
‐
６
７
８
９


